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研修名 水生昆虫等による魚類へい死事故原因解明に関する研究 

研修会名 平成 21 年度九頭竜川・北川水系河川水質汚濁防止連絡協議会委員会 
講師名 吉田 耕一郎（環境部） 

開催場所 国際交流会館 

開催日時 平成２１年９月１０日（木） 

研修内容 河川で魚が大量死する魚類へい死事故原因を解明することを目的に、

魚類に比べて移動量が少ない水生昆虫や貝類等に着目し、事故発生場所

周辺におけるこれらの被害状況を詳細に調査することにより、原因物質

の流入箇所が特定できないかと考え、基礎的研究を開始した。 
その結果、以下のことが明らかになった。 
（1）カゲロウを用いた薬物曝露試験において、シアン化カリウム以外の
薬剤でフナとほぼ同じ濃度レベルで生存率が低下した。このことか

ら、魚類へい死事故現場でもカゲロウ等の水生昆虫も魚類と同程度の

被害を受けているものと推定され、事故現場周辺で水生昆虫の被害状

況を詳細に調査することにより、原因物質の流入箇所を特定できる可

能性が示唆された。 
（2）ヒル等の水生昆虫が毒物に曝された際に分泌する粘液物質に着目
し、その定量方法を検討した結果、粘液物質中の蛋白質を蛋白質の第

一級アミンの定量に用いられるフルオレサミン法によりアミン量と

して定量することが可能となった。 
（3）カワニナおよびヒルを用いて行った各種薬物曝露後の粘液物質の定
量では、塩酸および水酸化ナトリウムでは 0.01M程度の低濃度曝露で
も比較的多くのアミン量が検出され、毒物被曝の有無判定の指標とし

ての有効性が示唆された。 
（4）塩酸および水酸化ナトリウムによる曝露後に、暴気蒸留水による 30
分間の回復試験を行ったところ、曝露直後に比べて検出アミン量が

22％～56％に減少したことから、水生昆虫の体表面に分泌された粘液

物質は水中での時間経過とともに減少する可能性が示唆された。 

 
 
 


